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水晶圧電式切削動力計による切削性能の評価
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１．はじめに

わが国の製造業は，機械加工の自動化，高速化，高精

度化などの追求と，熟練技術者の不足や若い人の製造業

離れなどの社会的環境の変化などに伴い，機械加工にお

ける加工条件の最適化やデータベースの充実への要望が

強い．また，多様な新しい材料や難削材の開発に伴い，

材料特性の測定技術と評価技術の確立，さらに，製品製

作時に於ける品質と信頼性の向上や生産性の向上などの

期待も大きい．

当研究所では，昭和54年から切削加工や研削加工，ド

リル加工やタップ加工などの切削や研削抵抗を測定する

システムを導入して，加工条件の最適化や加工特性の把

握，製品開発に関わる性能評価などの依頼試験を実施し

てきた．近年は，鉄鋼・非鉄などの金属から樹脂や木材，

複合材料などの材料開発関連企業や切削工具の製造販売

の企業，切削油開発企業などから持ち込まれる依頼試験

が多い．技術的には，試験条件が厳しくまた複雑化する

傾向にあり，さらに，切削抵抗の大きさや変動を高精度

に計測し，迅速なデータ収集と正確な分析，適切な評価

が求められている．

２．切削力を測定する重要性

切屑除去加工である切削は，機械加工における最も重

要な技術の一つであり，生産方法が進歩するにつれて機

械や工具に対する要求もそれぞれ高度になっている．

＊生産技術部機械加工グループ

効果的な切削とは，最適な切削工具と最適な切削条件

により，工作機械の能力を十分に引き出すことである．

したがって，最適切削条件を確立しなければ自動化によ

る加工や無人運転による加工が難しくなる．

最適切削条件を確立するには，以下のような取り組み

が必要である．

l)熟練技能者の経験やノウハウである実績データと多く

の実験データを積み重ねて信頼性の高い切削加工データ

を育て上げる．

2)実験データを得る一つの方法として，実加工に近い環

境を整え，実績データを参考にしながら，色々な条件に

よって切削試験をおこなう．

3)切削試験では，加工条件の違いによる切削力の大きさ

や方向を測定しながら，工具摩耗や被削材表面の状況な

どを観察する．

切削力の大きさや微妙な変動，作用する力の方向に影

響を与える因子としては，切削速度，送り速度，切り込

み深さ，被削材質，工具材質，工具形状，冷却材，機械

の剛性など多様であり，これらによる複雑な切削現象を

正しく把握して加工の力学を明確にすることが切削力を

測定する目的である．

従って，切削力の全成分を測定できる動力計は，研究

開発，工具などの製造，生産技術の向上にとって強力な

武器になると言える．

３．水晶圧電式切削動力計

ほとんどの力の測定システムは，力の大きさに比例し

て弾性変形の生じる弾性体を採用している．この変形を
















